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伊豆の高校生が作るフリーペーパー



そ
し
て
レ
ン
ズ
の
向
こ
う
へ
…

　

伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線

沿
線
の
街
に
は
、
素
晴
ら
し

い
景
色
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
各
地
の
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。
見
た
こ

と
の
な
い
景
色
を
探
し
に
、

冒
険
に
出
掛
け
よ
う
！

絶景間違いなしの十国峠は、伊豆箱
根バスの社員全員がオススメ！ケーブ
ルカーで頂上に向かい、子どもから大
人まで楽しむことのできるスポット。 伊豆箱根バス株式会社

営業部企画課主任
靏田知美さん
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三島

楽
寿
園

　
明
治
時
代
に
小
松
宮
彰
仁
親
王
の
別

邸
で
あ
っ
た
楽
寿
園
。
現
在
は
誰
で
も

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
自
然
豊
か
な

公
園
だ
。
園
内
に
は
ア
ル
パ
カ
や
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
な
ど
可
愛
ら
し
い
動
物
が

い
る
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
楽
寿
館
か
ら
溢
れ

出
す
風
情
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
に
は
緑
、

秋
に
は
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
ほ
か
、
花
で
園
内
を
飾
る
イ
ベ
ン

ト
も
催
さ
れ
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
の

す
る
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
休
日
に
は
家
族
で
訪
れ
る
人
も
多
く
、

長
年
、
三
島
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

愛
さ
れ
て
い
る
。
楽
寿
園
で
楽
し
い
思

い
出
と
ス
テ
キ
な
写
真
を
残
そ
う
。

あ
な
た
の

ア
ル
バ
ム
を
彩
る

水と緑に囲まれた空間

いろんな自分の姿を映す鏡の家

小浜池と楽寿館

三島市は、駅から歩いてすぐの所にたくさんの緑が
存在します。日本で一番アクセスの良い自然豊かな
公園、それが楽寿園です。小さい子供が大いに楽し
めるので、子育てをしているお母さんにおすすめです。
ぜひ、楽寿園でお子さんの写真を撮影してください。 三島市市議会議員

土屋利絵さん

函南

見
逃
せ
な
い

絶
景

十
国
峠

三島市一番町 19-3　TEL：055-975-2570
開園時間：
4 月～ 10 月　9:00 ～ 17:00（最終入園 16:30）
11 月～ 3 月　9:00 ～ 16:30（最終入園 16:00）
休園日：毎週月曜日（月曜が祝日や振り替え休日
の場合はその翌日が休園日）・年末年始
入園料：300 円（15 歳未満無料）
※学生証提示で割引有り
三島駅から徒歩１分

　

函
南
に
位
置
す
る
十
国
峠
。

頂
上
か
ら
は
、
か
つ
て
の
伊

豆
・
駿
河
な
ど
十
国
五
島
が
臨

め
た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
も
絶

景
が
広
が
っ
て
い
る
。
世
界
文

化
遺
産
の
富
士
山
や
熱
海
の
初

島
、
天
気
の
良
い
日
に
は
湘
南

海
岸
や
三
浦
半
島
、
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
、

外
国
人
観
光
客
に
も
人
気
の
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。　

　
ま
た
、
山
頂
に
は
古
く
か
ら

こ
の
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃

え
る
石
碑
が
あ
り
、
多
く
の
文

学
者
が
作
品
に
こ
の
景
色
の
美

し
さ
を
書
き
残
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

函南町桑原 1400-20　TEL：0557-81-6895
ケーブルカー営業時間：8:50 〜 16:50

ケーブルカーの中も

アトラクションのよう

10の国がみえたという

空がすぐそばに

感じられる頂上
大パノラマ！

斜
陽
が
放
つ
輝
き

世
界
遺
産 

韮
山
反
射
炉
伊豆
の国

　
韮
山
反
射
炉
は
幕
末
期
に

伊
豆
韮
山
の
代
官
江
川
太
郎

左
衛
門
英
龍
と
そ
の
息
子
英

敏
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
。

反
射
炉
と
は
欧
米
列
強
に
対

抗
す
る
た
め
の
大
砲
を
作
る

材
料
と
な
る
鉄
を
溶
か
す
炉

だ
。
内
部
の
天
井
が
ア
ー
チ

状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
熱

を
反
射
し
、
千
数
百
度
の
高

温
を
実
現
す
る
こ
と
か
ら
反

射
炉
と
呼
ば
れ
る
。

　
平
成
27
年
に
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
ガ
イ
ダ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
て
お

り
映
像
や
展
示
物
で
反
射
炉

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

反射炉の周りの景色は
四季折 に々代わっていくので面

白いです。池に映った逆さ反射炉などもお
すすめです。普段観光の人が行かないよう

な敷地の端などから撮るともっと面白い
写真が撮れるかもしれません。反射炉ガイダンスセンター

副館長小野田勝文さん

夕日を背にする反射炉

シルエットverもおしゃれ

伊豆の国市中 268
TEL　055-949-3450
観覧料：
大人 500 円　小人 50 円
開館時間 :
9:00 ～ 16:30（10 月～３月）
9:00 ～ 17:00（４月～９月）
定休日　毎月第３水曜日
伊豆長岡駅から徒歩 25 分

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

た
っ
ぷ
り
！

伊豆
市

竹
林
の
小
径

　
竹
林
の
小
径
は
修
善
寺
温

泉
街
を
流
れ
る
桂
川
に
沿
っ

た
遊
歩
道
。

　

竹
林
の
中
を
歩
く
た
め
、

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
。
日
中
は

太
陽
に
照
ら
さ
れ
た
と
て
も

綺
麗
な
光
景
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
季
節
に
よ
っ
て
は
夜
間

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、

日
中
と
は
違
っ
た
幻
想
的
な

光
景
を
楽
し
め
る
！

　
竹
林
中
央
に
あ
る
大
き
な

竹
の
円
形
ベ
ン
チ
は
寝
そ
べ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
作
ら

れ
て
お
り
、
青
い
空
と
そ
よ

そ
よ
揺
れ
る
竹
を
眺
め
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
癒
し
の

時
間
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ぜ
ひ
伊
豆
の
癒
し
を

体
感
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

　夜の、ライトアップされた「竹林の
小径｣ を歩くのが好きです。 昼間とはまた
違った幻想的な雰囲気がとても素敵で、 心地
良く感じます。 オススメのスポットなので是

非来てみてください！
平田 翼さん
高校３年生

伊豆市修善寺 3463-1
修善寺駅からバスで 8 分（修善寺温泉）

ベンチで寝そべって〜

袋の中には本がたくさん

Izustagram



　
今
「
お
腹
空
い
た
な
ぁ
」

と
思
っ
た
そ
こ
の
ア
ナ
タ
！

　

伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線

沿
線
に
は
美
味
し
い
も
の

が
た
く
さ
ん
♥

　

そ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
逸
品
を
、
是
非
一
度
お
試

し
あ
れ
。

絶
品
に
導
か
れ
し
旅
人
た
ち
へ

特集 2

　

山
本
食
品
の
み
し
ま
コ
ロ
ッ

ケ
は
、
平
成
20
年
に
誕
生
し

た
。
三
島
で
採
れ
た
馬
鈴
薯
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
ひ
き
肉

と
塩
こ
し
ょ
う
を
加
え
た
、
食

べ
や
す
く
シ
ン
プ
ル
な
味
わ
い

で
、
ソ
ー
ス
を
か
け
な
く
て
も

お
い
し
い
。「
馬
鈴
薯
そ
の
も

の
の
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
店
の
想
い
か
ら
こ

の
味
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
ま

た
、
門
前
せ
せ
ら
ぎ
店
限
定
で

コ
ロ
ッ
ケ
の
包
み
紙
に
み
し
ま

る
く
ん
、
み
し
ま
る
こ
ち
ゃ
ん

の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
る

の
も
必
見
！クッキーは女子が惹かれる、個性的な

色合いや形で、貰って嬉しくなるので、
プレゼントにおすすめ。小さなお店だ
から、見つけた時の感動もある。自分
の足でぜひ訪れてほしい。

　

函
南
町
の
住
宅
街
に
佇
む
カ

ワ
イ
イ
お
店
、
ト
ラ
ノ
コ
洋
菓

子
店
。
看
板
商
品
の
ク
ッ
キ
ー

は
、
豊
富
な
色
使
い
と
季
節
に

合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
が
、
乙
女

心
を
く
す
ぐ
る
。
味
は
も
ち
ろ

ん
、
目
に
も
お
い
し
い
商
品
と

な
っ
て
い
る
。
誕
生
日
や
ク
リ

ス
マ
ス
に
は
、
オ
ー
ダ
ー
で
き

る
ケ
ー
キ
の
予
約
も
可
能
。
ま

た
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
は
た
く

さ
ん
の
チ
ョ
コ
が
店
頭
に
並
ぶ
。

新
作
や
商
品
の
有
無
な
ど
は
、

Instagram

で
随
時
更
新
し
て

い
る
の
で
、
訪
れ
る
前
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
行
く
の
が
お
す
す
め
。

FM いずのくに　
パーソナリティー
辻村　千鶴さん

トラノコ洋菓子店
函南町仁田 795-26　
TEL 055-948-9351　
営業日：
金・土・日曜日　11：00 ～ 18：00
http://www.toranoco-okashi.com
大場駅から徒歩 15 分	

　

修
善
寺
駅
で
販
売
さ
れ
て

い
る
「
武
士
の
あ
じ
寿
司
」。

こ
だ
わ
り
は
そ
の
素
材
。
伊
豆

近
海
の
鯵
を
使
用
す
る
だ
け
で

な
く
、
伊
豆
天
城
の
山
葵
、
伊

豆
で
と
れ
た
お
米
な
ど
全
て
を

伊
豆
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
自

慢
の
逸
品
。
か
つ
て
は
普
通
の

幕
の
内
弁
当
な
ど
を
販
売
し
て

い
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
の
進
出
に

伴
い
差
別
化
の
た
め
に
伊
豆
の

素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
弁
当
展
開

を
開
始
。
多
い
時
に
は
百
食
も

売
れ
、
売
り
切
れ
る
日
も
多
い

人
気
商
品
に
成
長
し
た
。
お
口

の
中
に
広
が
る
伊
豆
の
魅
力
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

店主　武士東勢さん

地元のものをふんだんに使って真心こ
めて作っています！地元の方にも愛さ
れ、食べれば伊豆のを感じられる。味
わい深い素材にこだわった鯵寿司です。

舞寿し
伊豆市修善寺駅前 625-6
TEL 0558-72-2416
営業時間：9:00 ～ 16:00　
定休日：水曜日
修善寺駅前

　

反
射
炉
焼
は
韮
山
を
愛
し
て
や
ま
な

い
「
ひ
よ
し
や
」
の
主
人
が
韮
山
反
射

炉
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
き
っ
か
け

に
考
案
し
た
も
の
で
、
パ
テ
ィ
シ
エ
の
専

門
学
校
に
通
っ
て
い
た
主
人
の
息
子
が

発
案
し
た
独
特
の
食
感
の
生
地
が
自
慢

の
商
品
だ
。

・小倉あん

・カスタード

・生キャラメル

・チョコレート

・ベーコンマヨネーズ

・ビーフカレー

・焼肉＆キャベツ

季節限定メニューも

あります

￥150（税込）

ひよしや
伊豆の国市四日町 700　
TEL 055-949-1122
営業時間：13:00 ～ 19:00
定休日：水曜日
韮山駅から徒歩 30 秒

地
域
の
素
材
が
活
き
る

「
み
し
ま
コ
ロ
ッ
ケ
」

山本食品門前せせらぎ店
三島市大社町 1-28　TEL 055-983-1108
営業時間：

（売店）平日 9:30 〜 17:00 ／土日祝 9:30 〜 17:30
（テラス席）平日 9:30 〜 16:30 ／土日祝 9:30 〜 17:00
年中無休　三島駅から徒歩 10 分

おすすめ人

三島信用金庫 
地域サポート課

主任調査役
小林孝浩さん

『みしまコロッケ』のルールは、箱根西麓の三島馬鈴薯
を使用していること。「まちおこし」を目指す地域の方々
の意気込み・団結力がそのシンプルなルールに凝縮さ
れている。サクサクした衣と、しっとりとした甘さと
地元愛がギュッと詰まった絶品コロッケ！

目
に
も
お
い
し
い

「
ト
ラ
ノ
コ
洋
菓
子
店
」

おすすめ人

反
射
炉
型
の
大
判
焼
き

「
反
射
炉
焼
」

外
は
カ
リ
カ
リ
中
は
も
ち
も
ち
の
生
地
が

地
元
高
校
生
を
中
心
に
大
人
気
！
　

焼きたてが食べられて最高！
甘すぎないのでずっと食べられます！
季節ごとにメニューが変わり、
違ったおいしさが楽しめる！
小倉あんとベーコンマヨネーズがおすすめ！

おすすめ人

韮高生の皆さん

ココ！
食べられるのは

～メニュー～

おすすめ人

ココ！

食べられるのはココ！

食べられるのは

ココ！

食べられるのは

￥150（税込）

￥1,188（税込）

伊
豆
の
厳
選
素
材

「
武た
け
し士

の
あ
じ
寿
司
」

￥90 〜（税込）



恋

来い
「歴史」「自然」「食」そしてステキな「みしまびと」
あなたは、きっとこの街に恋をする。

三嶋大社でお参り 三嶋大社は伊豆で一番大きな神社として
地域の人々に愛されている。三嶋大明神
を御祭神とする境内は、緑が溢れ、春に
は桜の名所としても知られている。源頼
朝も崇敬したといわれている。そのため、
8 月の三嶋大祭りでは頼朝公旗揚げ行列
が開催される。歴史と自然と人が共存し、
町の名前の由来ともなった三嶋大社は、
三島の命とも言えるスポットである。

三島市大宮町２丁目１－５
055-975-0172

三嶋大社は、地域に寄り添った環境

を作り出している。先人の信念を受

け継ぎつつ時代の流れに沿って行事

などを変化させ、今を生きる人々と、

この三島の幸せを常に願っ

ている。

1
コイ Spot

三嶋大社　権禰宜　近藤亘さん

すみの坊三嶋大社前店

うなぎを手軽に！

すみの坊のうな丼の味が、た
いやき型で楽しめる一品。三
嶋大社の目の前にお店がある
のが「おめでたい」ことから、

たいやきとして販
売することに！

富士山の伏流水にさらし

たうなぎはスッキリと

した味！三島ならでは

の高級な軽食。

すみの坊三嶋大社前店　角田千秋さん

営業時間：11:00~18:00
定休日：火曜日
三島市大社町 18-1　055-972-3888

源兵衛川でお散歩2
コイ Spot

かつて暗渠化が提案されるほど汚れていた源兵衛
川。そこで NPO 法人グラウンドワーク三島の専務
理事の渡辺豊博さんを中心に、故郷の美しさを取
り戻そうと、10 年をかけ地道な清掃活動が行われ
た。そして現在は、蛍も飛ぶ美しく親しみやすい
川となり「世界かんがい施設遺産」にも登録され、
三島の人々の誇りとなっている。

「川が綺麗だと街が綺麗、そし

て人の心も綺麗」三島はそん

な素晴らしい所。

みしまびとの心を写

した源兵衛川は最

高の散歩道！

NPO 法人グラウンドワーク三島　
専務理事　渡辺豊博さん

dilettante cafe　オーナー　四宮浩司さん

dilettante cafe では、素材を立てたシンプルかつ豊かな料
理を提供。食材は、三島市など地元でとれたもの。特に前
菜のキッシュは昔から大人気。自然と足を踏み入れたく
なる、雰囲気漂うおしゃれな空間。

地元愛にあふれるメニュ ー

をご用意。テラス席から見え

る源兵衛川や伊豆箱根鉄道　　

　　駿豆線は、ここでしか見

　　られない最高の景色。

dilettante cafe

営業時間：水～金 12：00 ～ 14：00　18：00 ～ 22：00　
土・日 12：00 ～ 14：00　14：00 ～ 16：00　18：00 ～ 22：00　
三島市緑町 1-1　055-972-3572

スカイウォークで絶景堪能3
コイ Spot

日本一の長さを誇る歩行者専用吊り橋の三島スカイ
ウォークは、株式会社フジコーが地域の人々へ何か恩
返しができないかと考え建設した。絶景を生かして観
光客を呼び、地域活性化に貢献したい、県東部の美
しい景色を知ってほしいという企業の想いが実現し、
2015 年 12 月に開業。2017 年９月には来場者数 200
万人を突破した。

三島スカイウォークは、日本一の富士山と日

本一深い駿河湾が一望できる日本一の吊り橋。

歩きながら周囲の絶景を存分に堪能！美しい

山々と澄んだ空気と自慢の景色がここにあり！

三島スカイウォーク　広報担当　武田沙也佳さん

三島スカイウォーク　
全長　400 メートル
高さ　70．6 メートル
2017 年度グッドデザイン賞受賞
ビジネスモデル・土木構造物　2 部門受賞

三島駅から車で 20分

三島市笹原新田 313　
055-972-0084　
営業時間：9:00 〜 17:00　年中無休
※悪天候の際には通行制限有り

三島駅から歩いて 10分
世代を超えた

デートディナー パステリア地中海

三島広小路駅の近くに店を構えるパステリア地中海。店内
は居心地がよく、人々の憩いの場所だ。不動の人気 No.1メ
ニューはイソノカスパゲッティ―。口に入れた瞬間に広がる

「磯の香」で多くの人々を虜にしている。親子三代で利用する
など、世代を越えて地域に愛される名店だ。

地中海のパスタには三島の水や野菜を使

用！三島でしか食べることのできない味を三

島の街と共に成長してきた「パステリア地中

海」で召し上がれ。

パステリア地中海　代表取締役　小河鉄平さん

営業時間：[ 月～土 ]11:00~15:00　17:30~22:00
　　　　  ［金・土・祝前日］17:30~23:00
　　　　  [ 日・祝 ]11:00~22:00
　　　　 定休日：なし
三島市広小路町 13-3　055-972-3630

若きみしまびとのつくるコイspot

大社の杜みしま

営業時間：[4 月～ 9 月 ]  金・土・祝前日10:00 ～ 22:00
　　　　　　　　　　　上記以外 10:00 〜 20:00
　　　　　[10 月～ 3 月 ]10:00 ～ 20:00
※営業時間は店舗ごとに異なる
定休日：火曜日
三島市大社町 18-52　055-975-0340

三島の企業として地元に貢献した

い、宿場町として栄えていた雰囲気

を取り戻したいという思いから大社

の杜を建設！訪れた人には、食事や

商品を通して元気になってもら

い、ここから三島全体の活

性化を目指したい。

amefri chai & craft
三島田町駅前に店を構える「amefri 
chai&craft」。インドなどから取り寄
せたスパイスで作ったチャイティー
や、体に良い独創的な料理を提供。
本場の味を再現したチャイティーは、
後引く美味しさだ。身体の芯から温
まる、満足できる一杯を是非ご賞味
あれ。

店名の「amefri」は「雨」と、ノルウェ

ー語の「自然に寄り添って暮らす」とい

う「Friluftsliv」を掛け合わせた。三島の

人々の社交場や心休まる場所でありたい。

加和太建設株式会社　
代表取締役社長　河田亮一さん

amefri chai&craft　店主　功刀皓旦さん

営業時間 :【水木】11：00 ～ 21：00
　　　　   【金土】11：00 ～ 23：00【日】8：00 ～ 23：00　
定休日：月・火曜日
三島市北田町 3-55　2F　090-7696-7520　

三嶋大社の目の前にある大社の杜には、地元の名産品
を使った食品や雑貨を販売する店舗が並ぶ。屋外には
テラス席が設置され、食事を楽しむこともできる。また、
イベントも多く開催され、地域や企業を繋ぐ場となっ
ている。東海道の宿場町として賑わった三島を現代に
再現した粋な空間。

三島駅から歩いて 15分

by 日本大学三島高等学校



ココ ならできる
やってみたいが

Cannami
Yes, we can!

牧場体験がすぐそこで！

あなたのやりたいを叶える街。
広大な土地、楽しい体験、おいしいもの。
Kannami の Kを Cに変えて
「Can」nami ！
この街の可能性は無限大！

丹那の生クリーム、オラッチェ低温殺菌牛
乳、卵、きび糖の 4 種類の材料を混ぜ続け
るアイスクリーム。その味は濃厚なのにさっ
ぱり！ 自分で作ることでより一層おいしく
感じられるよ！

酪農王国オラッチェでは広大な大地と空の下、動物たちと
触れ合うことができ、県内外の幅広い年齢層の観光客を
集める。バター作りやアイスクリーム作り、ジオラマ作り
など丹那の自然と牧場ならではの体験も人気！函南の人々
と商品開発をする等、地域密着型の牧場だ。

生クリームの入った瓶を振り続けて
完成させるバター。その場でクラッ
カーと一緒に食べることもでき、
500 円で牧場ならではの楽しさと美
味しさが味わえる体験！

牛に触れた瞬間に感じる温かさ。自
分の手で牛乳をしぼるという、日常
にはない生命のありがたさや尊さを
感じられるよ！

夏のとうもろこし迷路など一年を通
して自然を楽しむことができる酪農
王国。函南の素晴らしい自然を生か
した一日中オラッチェ内で過ごすこ
とのできる企画が満載！

酪農王国株式会社　営業管理部企画課　
課長　井口直哉さん

酪農
　王国オラッチェ

酪農王国オラッチェ
営業時間：
9:00 ～ 17:30（４月～９月）　
9:00 ～ 17:00（１０月～３月）
年中無休
田方郡函南町丹那 349-1
055-974-4192（代）

丹那の恵みを
　　　更においしく！

Kiya
丹那のカニクリームコロッケは、地元
への恩返しと発展のために店長が発
案し改良を重ねて完成した。丹那牛
乳と土肥の天日塩のコラボレーション

で、とても濃厚な味に仕上がった
自慢の逸品だ。

函南クラシックぷりんは函南
町商工会との連携により作
られた。こちらも丹那牛乳を
使用しており、ミルクジャム
となめらかなプリンの　　
　　相性がバツグンだ！！

レストラン Kiya 店長 山本治さん

レストラン kiya のカニクリームコ
ロッケとプリンは、地元だけでなく、
遠方のお客様にも人気。丹那特有の
優しい味わいをぜひご賞味あれ。

レストランＫｉｙａ
営業時間：11:00 〜 21:30　
年中無休（年末年始・特別
営業日を除く） 
田方郡函南町大土肥 211-6
055-978-0801

独自の味で地域貢献 !!

乳の粉 マックス
   　バリュin

マックスバリュ函南店では、丹那牛乳を濃縮・乾燥させた「乳
の粉」を使用した商品を開発、販売中。第一回函南グルメコ
ンテストでグランプリを獲得した「シロニャン丹シュー」を
始め、「乳の粉クロワッサン」などは丹那牛乳特有の甘みを
味わうことができる。丹那牛乳を乾燥させて粉状にした「乳
の粉」、牛乳特有の臭みが無いのに栄養価はそのまま！ぜひ
お試しあれ！

「乳の粉」関連商品の販売は、函南
の経済的発展に繋がると考えてい
る。これからも地元食材の商品開発
を進め、地域発展を支えていきたい。

マックスバリュ函南店　店長 西島尊さん　
副店長 弓田まり子さん

マックスバリュ函南店
営業時間　24 時間
田方郡函南町間宮
字寺前台 341
055-978-5811

大空へ羽ばたけ！
イクスパラグライダースクール

東に相模湾、西に駿河湾が一望でき、フライト中に
富士山も見ることできる。山に囲まれ、穏やかな上
昇風が吹くため、パラグライダーに最適な場所で
ある函南。オーナーが優しく、アットホームに対応
してくれる！ 地上までの優雅な旅は最高！初心者

の方もしっかりサポート！また、自
撮り棒を持参して、飛んでいる間に
撮影することも可能。絶好のロケー
ションを、ぜひ、あなたの目で !

ロマンチック
　and アカデミック 月光天文台

イクスパラグライダースクール
営業時間：9 時から　　定休日：不定休
田方郡函南町畑 374-63 　090-1057-3219

イクスパラグライダースクール
島野広幸さん

2017 年にリニューアルオープンした月光天文台。コスモワー
ルドやジオワールドなどの展示室も充実。地中から宇宙までの
様々な知識を得ることができるスポット。「天文による青少年の
育成」も推進する月光天文台のプラネタリウムは、子どもたち
に大人気だ。街を一望できる山中に立地し、函南の澄んだ空気
が、星をより一層際立たせている。地震への防災対策として、
免震装置の上に直接設置された口径 50cm 望遠鏡を見ることが
できるのも、日本でここだけ！

静岡県東部の唯一の天文施設であ
り、口径 50cm 望遠鏡を使った鑑
望会など、様々な夜空のイベントを
実施中！日本一の 2m の太陽像は一
見の価値あり。函南で宇宙と生物の
神秘に触れることができ魅力満載！

月光天文台　副台長　神田善國さん

月光天文台
開館時間：9:30 〜 17:00
プラネタリウム営業時間：
平日：14:00　
土・日・祝日：11:00・14:00
休館日 : 毎週月曜日 ( 祝日の
場合は翌日休館 )・毎月第四
木曜日
田方郡函南町桑原1308-222　
055-979-1428

ア
イ

スク
リーム作り体

験

バター作り体験
乳しぼり体験

by 日本大学三島
高等学校

レストラン

ちち こ

シロニャン丹シュー

乳の粉クロワッサン 乳の粉



「
パ
ン
祖
を
全
国
へ
」

　「
パ
ン
祖
の
パ
ン
」を
再
現
し
、

販
売
し
て
い
る
石
渡
食
品
の
代

表
で
、
韮
山
高
校
Ｏ
Ｂ
の
石
渡

浩
二
さ
ん
は
「
パ
ン
文
化
の
担

い
手
と
し
て
、江
川
英
龍
が
『
パ

ン
祖
』
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に

広
め
た
い
と
い
う
思
い
で
、
材

料
や
作
り
方
も
含
め
て
当
時
の

パ
ン
を
再
現
し
ま
し
た
。
決
し

て
、
採
算
が
取
れ
る
商
品
で

は
な
い
で
す
が
、
パ
ン
屋
に

生
ま
れ
、
パ
ン
祖
が
学
祖
の

高
校
を
卒
業
し
た
の
は
運
命

だ
と
思
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

防
災
食
と
し
て
も

　「
パ
ン
祖
の
パ
ン
」
は
通
常
の

パ
ン
に
比
べ
と
て
も
硬
い
た
め
、

食
べ
や
す
い
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
の

も
の
も
売
ら
れ
て
い
る
。
　

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
長
い

賞
味
期
限
を
活
か
し
、
石
渡

食
品
の
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
食

に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。

パン祖のパン
日本で最初に広まったパン

石渡食品代表取締役

石渡浩二さん

硬い！

韮高の
先輩！

韮高の
学祖！

▲石渡食品の防災食品

伊豆の
國市パン祖のパン

アレンジレシピ

高校生が作ってみた

お手軽ラスク

①パン祖のパンを一口　　
　サイズに切る
②１分間素揚げする
③砂糖をまぶして完成

recipe

①コーンスープを作る（市販でも可）
②一口サイズに切ったパン祖のパン、
　じゃがいも、きのこ、ベーコン、コーン、
　マカロニなどお好みで具材を入れる
③粉チーズを振りかける
④焼き色がつくまで焼いて完成

recipe

コーンスープグラタン

①パン祖のパンを８等分程度に切る
②だしに浸す
③表面に軽く焼き色がつくまで焼く
④青のりなどをまぶして完成

recipe

だし焼き

　本来は水やお茶でふやかして食べ
るほど硬く、質素な「パン祖のパン」。　
　ここでは高校生が考えた、「パン
祖のパン」をよりおいしく食べるレ
シピを紹介する。

蔵屋鳴沢　反射炉物産館「たんなん」
営業時間　８時 30 分～ 17 時（10 月～３月）
               ８時 30 分～ 17 時 30 分（４月～９月）
定休日　なし
TEL 　055-949-1208
住所　伊豆の国市中 272-1  
伊豆長岡駅からバス 10 分

世界文化遺産　　　
反射炉すぐ隣

（P3参照）

「パン祖のパン」の購入はコチラで

韮山高校の学祖

江川太郎左衛門英龍

by 静岡県立韮山高等学校

1 個　         130 円
5 個セット　600 円
いずれも税込み

出典：国土地理院古地図コレクションサイト
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た
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。
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っ
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認
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人々から愛される FMIS
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伊
豆
に
移
住
！

き
っ
か
け
は
誕
生
日
の
「
ア
レ
」

心が乱れたら麺が乱れる

地獄に嫁いだ嫁
　伊
豆
極
楽
苑
は
地
獄
の
存
在
と
天
国
の
あ

り
が
た
み
、
生
き
て
い
く
意
味
を
知
ら
せ
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
現
在

は
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　館
内
の
三
途
の
川
か
ら
迫
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の
あ
る
閻
魔
像

な
ど
地
獄
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
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外
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あ
る

看
板
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光
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で
な
く
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通
り
す
が
り
の
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に
も
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題
に
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
で
は
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悔
い
改
め
る
幼
児
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教
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し
て
も
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び
て
い
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内
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藤
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さ
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だ
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扇
さ
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現
在
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と
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や
ら
か
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ポ
イ
ン
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結
婚
後
に
伊
豆
極
楽
苑
の
設
立
に
夫
婦
で
参
加
し
た
部
分
。
華
扇
さ
ん
は
笑

顔
で
「
地
獄
に
嫁
い
だ
も
の
で
す
か
ら
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と
話
す
。

　
伊
豆
極
楽
苑
も
今
年
で
32
年
目
。

　

31
年
も
長
続
き
す
る
理
由
は
、
来
場
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
を
寛
容
に
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け
入
れ
て
い
る
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分
。

　
こ
の｢

地
獄｣

に
住
ん
で
い
る
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族
の
人
の
よ
さ
が
、
継
続
す
る
秘
け
つ
と
も

言
え
る
だ
ろ
う
。
家
族
が
作
る
地
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は
、
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題
に
な
る

コ
ン
テ
ン
ツ
満
載
だ
。

　伊
豆
市
・
土
肥
地
区

で
ひ
と
月
に
渡
る「
日

本
一
長
い
」映
画
祭
、

そ
の
名
も「
伊
豆
映
画

祭 in

土
肥
劇
場
」が
毎

年
夏
、開
催
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
映
画
祭
を
運
営
す
る
の
が
、東
京
在

住
の
映
画
監
督
・
瀬
戸
慎
吾
さ
ん
。土
肥
地
域
と
の
出

会
い
そ
の
も
の
が
、映
画
祭
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。瀬
戸

さ
ん
の｢

や
ら
か
し｣

ポ
イ
ン
ト
は
、映
画「
海
の
ふ
た
」の

助
監
督
と
し
て
土
肥
に
初
め
て
訪
れ
た
と
き
。そ
の
後
、

土
肥
を
気
に
入
っ
た
瀬
戸
さ
ん
は
、自
身
で
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
を
建
て
、そ
こ
を
舞
台
に
長
編
映
画「
軽
や
か
に
地
平

を
狙
え
！
」を
制
作
し
た
。か
つ
て
は
あ
っ
た
映
画
館
が

今
は
な
く
、そ
こ
で
、古
民
家
を
利
用
し
た
夏
だ
け
の
劇

場
を
２
０
１
５
年
に
開
館
し
、映
画
祭
を
は
じ
め
た
。

　
最
初
は
認
知
度
も
少
な
く
、来
館
者
ゼ
ロ
と
い
う
日
も
あ
っ
た
。

「
資
金
を
捻
出
す
る
た
め
、愛
車
を
手
放
し
た
年
も
あ
っ
た
」と
瀬
戸
さ
ん

は
笑
っ
て
話
す
。そ
れ
で
も
地
域
の
人
々
、毎
夏
訪
れ
る
多
く
の
ゲ
ス
ト
や
映

画
を
愛
す
る
人
々
か
ら
支
え
ら
れ
、映
画
祭
を
続
け
て
い
る
。「
伊
豆
の
人
と
映

画
が
好
き
だ
か
ら
。映
画
と
い
う
文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
、映
画
を
人
生
の
参

考
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
。こ
の
映
画
館
で
映
画
を
初
め
て
好
き
に
な
っ
た
と
話

し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。映
画
は
体
験
そ
の
も
の
で
す
」。

　彼
の
土
肥
と
映
画
に
対
す
る
愛
情
が
、こ
の
映
画
祭
を
支
え
る
原
動
力 

       

に
な
っ
て
い
る
。

　西
原
直
利
さ
ん
は
、
三
島
市
出
身
の
52
歳
。
現
在
は
伊
豆
市
の
国
道

沿
い
に
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
改
造
し
た
そ
ば
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
。

　
　西
原
さ
ん
は
日
本
料
理
を
学
ん
だ
後
そ
ば
店
を
開
業
。
東
京
進
出
も

す
る
人
気
店
へ
と
成
長
さ
せ
た
。
　
　
　
　

　あ
る
時
「
究
極
の
そ
ば
」
の
製
法
を
発
見
。
こ
こ
が
西

原
さ
ん
の ｢

や
ら
か
し｣

ポ
イ
ン
ト 

。
そ
の
製
法
は

麺
が
伸
び
る
時
間
が
極
端
に
短
く
、
手
早
く
提
供
す
る

こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
西
原
さ
ん
は
「
究
極
の

そ
ば
」を
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
。

そ
の
た
め
数
店
舗
あ
っ
た
大
型
店
を
畳
ん
で
ま
で
「
究
極

の
そ
ば
」
の
提
供
に
こ
だ
わ
っ
た
。

　
そ
ば
は
挽
き
た
て
打
ち
た
て
、
香
り
と
味
わ
い
を
活
か

し
た
特
殊
な
３
層
面
。
つ
ゆ
も
素
材
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
こ
だ

わ
っ
た
。そ
し
て
き
れ
い
な
水
に
も
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
。

　西
原
さ
ん
は
「
心
が
乱
れ
た
ら
麺
が
乱
れ
る
」
と
話

し
、
良
い
麺
を
作
る
た
め
に
環
境
の
良
い
こ
の
地
を

そ
ば
屋
を
営
む
重
要
な
場
所
と
し
て
選
び
伊
豆
の
山

中
に
新
店
舗
を
構
え
た
。
西
原
さ
ん
は
伊
豆
市
と
は

溢
れ
る
ほ
ど
の
魅
力
を
感
じ
る
地
だ
、
と
話
す
。

世界で唯一の「お座敷映画館」に集まる情熱とは？

　石
川
県
金
沢
市
出
身
の
仙
座
夏
子
さ
ん
（
27
）。
彼
女

は
伊
豆
市
を
拠
点
と
し
た
地
域
局
「FM

IS

（
エ
フ
エ
ム
イ

ズ
）」
に
勤
務
し
て
い
る
。

　伊
豆
と
の
き
っ
か
け
は
大
学
時
代
。
地
域
活
性
化
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
伊
豆
市
に
来
た
と
き
に
出
会
っ
た
当
時
の
社
長
に
「
面
白
い
会

社
が
出
来
る
か
ら
参
加
し
な
い
か
？
」
と
誕
生
日
に
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
、

修
善
寺
に
移
住
を
決
意
。
こ
れ
が
彼
女
に
と
っ
て
の｢

や
ら
か
し｣

ポ
イ
ン
ト 

だ
。

　こ
の
仕
事
を
続
け
て
、
５
年
目
。
彼
女
が
自
ら
集
め
た
情
報

は
、
自
ら
の
声
で
発
信
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
「
分
か
り
や

す
く
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
自
分
が
情
報
を

十
分
理
解
す
る
こ
と
。
そ
し
て
地
域
の
人
に
と
こ
と
ん

関
わ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
」と
話
す
。そ
の
結
果
、

彼
女
の
も
と
に
は
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
コ
ア
な
情
報

が
集
ま
り
、
彼
女
の
情
報
網
は
今
後
も
拡
大
を
見

せ
て
い
く
。

　仙
座
さ
ん
は
、
伊
豆
の
特
徴
に
つ
い
て
「
自
然
だ

け
で
は
な
く
、
人
々
の
心
が
温
か
く
、
個
性
豊
か
な
人

が
多
い
こ
と
。そ
の
魅
力
を
今
後
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。

今熱い人はビックリするくらいの「やらかし」が必ずある！ 今回は街で活躍する人の情熱の元となった「やらかしポイント」を紹介！

空
前
絶
後
の
究
極
の
そ
ば

by 静岡県立伊豆総合高等学校
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日本大学三島高等学校新聞部

担当：三島市・函南町

静岡県立韮山高等学校写
真報道部

担当：伊豆の国市

　
「
街
色
と
君
」
は
駿
豆
線
沿
線

地
域
（
三
島
市
、
函
南
町
、
伊
豆

の
国
市
、
伊
豆
市
）
の
高
校
生
が

地
域
の
魅
力
を
自
ら
発
信
す
る
も

の
と
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
高

校
生
に
と
っ
て
は
馴
染
み
が
あ
る

は
ず
の
地
域
で
す
が
「
魅
力
を
発

信
す
る
」
と
い
う
お
題
を
与
え
ら

れ
「
は
た
し
て
何
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
？
」
と
い
う
戸
惑
い
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

し
か
し
、
取
材
を
重
ね
地
域
の

大
人
と
出
会
い
、
魅
力
を
知
り
、

地
域
を
見
る
目
が
確
実
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
若
者
の
流
出
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
の
地
域
に

お
い
て
は
、
若
い
世
代
に
「
地
域

に
は
魅
力
が
な
い
」
と
い
う
眼
鏡

を
外
さ
せ
る
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
、
眼
鏡
を
外
し
た
高
校
生
の
力

で
生
ま
れ
た
こ
の
冊
子
は
小
さ
な

小
さ
な
一
歩
で
す
が
、
き
っ
と
こ

の
街
の
色
を
変
え
る
種
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

静岡県立伊豆総合高等学校生徒
会

担当：伊豆市

　

私
た
ち
、
日
本
大
学
三
島
高
校
新
聞
部

は
１
年
生
４
人
、
２
年
生
７
人
の
計
11
名

で
週
１
回
の
Ａ
４
版
の
速
報
と
年
４
回
の

学
校
新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
聞
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
貢
献
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。今
回
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、
地
域

活
性
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
地
域

で
働
く
人
の
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
営
み
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
地
域
で
働

く
誰
も
が
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
頑
張
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

メ
ン
バ
ー

２
年　
　

上
杉 

萌
葉

　
　
　
　

小
川 

由
乃
輔

　
　
　
　

宮
澤 

大
斗

　
　
　
　

眞
田 

野
乃
花

　
　
　
　

岡
田 

澪
於

　
　
　
　

上
野 

加
琳

　
　
　
　

石
田 

愛
奈

１
年　
　

寺
嶋 

優
陽

　
　
　
　

大
石 

優
華

　
　
　
　

加
藤 

集

　
　
　
　

土
屋 

沙
ら

　

韮
山
高
校
写
真
報
道
部
は
部
員
６
名
の

少
数
精
鋭
で
日
々
学
校
に
、
そ
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
改
め
て
伊
豆
地
域
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
、と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

や
、
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
方
々
の
お
か
げ

で
、
と
て
も
魅
力
あ
る
記
事
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
は
韮
山
反
射
炉
が
中
心
で
し
た
が
、
今

後
も
新
聞
で
伊
豆
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー

石
井 

拓
也
（
部
長
・
２
年
）

館     

研
人
（
副
部
長
・
２
年
）

大
矢 

彩
加
（
１
年
）

工
藤 

奏
多
（
１
年
）

佐
藤 

史
人
（
１
年
）

山
﨑  

葵　
（
１
年
）

　

伊
豆
総
合
高
校
の
生
徒
会
は
、
学
校

の
行
事
の
企
画
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
作
成
に
参
加

し
て
み
て
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
地

域
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
が
す
ご

い
熱
い
想
い
で
仕
事
を
し
て
伊
豆
に
は
こ

ん
な
に
す
ご
い
人
達
が
い
た
ん
だ
と
驚
き

ま
し
た
！

　

ま
た
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
方
々
か
ら

は
、
色
ん
な
知
識
や
考

え
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を

今
後
に
役
立
て
て

い
き
た
い
で
す
。

メ
ン
バ
ー

大
川 

健
太 （
２
年
）

尾
鷲 

幸
紀
（
２
年
）

近
藤 

成
希
（
２
年
）

萱
間 

瑠
夏
（
２
年
）

　

タ
イ
ト
ル
「
街
色
と
君
」
は

参
加
高
校
生
の
提
案
に
よ
っ
て
決

ま
っ
た
も
の
で
す
。「
街
色
」
と

は
沿
線
市
町
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が

あ
っ
て
色
が
異
な
る
こ
と
を
表
し
、

「
君
」
と
は
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
あ
な
た
を
表
し
ま
す
。

　

お
気
づ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

あ
え
て
各
ペ
ー
ジ
を
統
一
せ
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
色
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
未
来
を
創
る
高
校
生
の
色

と
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
あ
な
た
の

色
が
加
わ
っ
て
街
の
魅
力
が
創
ら

れ
て
い
く
。
こ
ん
な
想
い
で
高
校

生
が
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
に
籠
め
た
想
い

大人の編集後記
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